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こ れ ら の 考察に基づいて、日本コンベンション産業の問題点を1 .日本のコンベンション産業が広 
まることができなかったのは、「外客誘致」という位置づけで観光とコンベンションが一体化された 




論 文 審 奔 の 結 果 の 要 旨
本論文「日本コンベンション産業の歴史的変遷とその課題」は、その表題にあるように日本のコン 
ペンション産業を全体として、また外からの眼差しの批判的観点を交えた外国人留学生の立場が生か 
された論文である。その眼差しは冒頭から登場する。すなわち「コンベンションは国際交流や文化交 
流の媒介として注目を集めるだけでなく地域への大きな経済効果をもたらすことから、アジア諸国は 
国家戦略としてコンベンションの誘致とその開催地としてのプロモーションを積極的に取り組んで 
いる。ところが、日本のコンベンション産業は一つの産業として定着することなく今日に至ってい 
る。」この問題意識の中から、日本におけるコンベンション産業の歴史的変遷をたどり、コンべンシ 
ョン産業や政策の課題を考察しようとするものである。
本論5夂の特色はこの種のコンベンションに関する論文としては日本で初めてのものであり、この分 
野の先行する理論的考察や方法論の少ない中で、筆者自身が日本で開催される国際コンベンシヨンの 
開催都市をほとんど網羅的に調査研究していることである。それによって日本の抱える問題点が全体 
として浮き彫りとなり、コンベンション施策としての提言として寄与するところの大なることである。
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